
水道橋駅↓

＜交　通＞
・都営三田線・大江戸線「春日」駅A2出口から徒歩２分
・東京メトロ丸ノ内線「後楽園」駅4b出口から徒歩５分
・東京メトロ南北線「後楽園」駅６番出口から徒歩５分
・JR総武線「水道橋」駅東口から徒歩15分
・都バス（大塚駅・錦糸町駅・池袋駅東口・上野公園・　
　　　　　小滝橋発着―都02、都02乙、上60、 上69)
　　　　　「春日駅」下車 徒歩２分

袴田事件とは
　 1966年６月30日未明、静岡県清水市（現静岡市清水区）で、味噌会社専務一家４人が殺され
放火された事件。味噌会社の従業員だった袴田巖さんが元プロボクサーならやりかねないという
偏見から逮捕され、拷問をともなう長時間の取り調べにより、無理矢理「自白」させられまし
た。公判では一貫して無実を訴えましたが、1968年静岡地裁で死刑判決、1980年最高裁で死刑
が確定してしまいました。1981年再審請求、2008年最高裁が抗告を棄却したため、弁護団は第
２次再審請求を申し立てました。2014年3月27日、静岡地方裁判所（村山浩昭裁判長）から再審
開始決定が出されました。死刑の執行と拘置の停止も決定されたため、袴田巖さんは、獄中48年
目にして東京拘置所から解放されました。しかし、3月31日、静岡地方検察庁が東京高等裁判所
に即時抗告したため、再審開始は先延ばしになっている状態です。

即時抗告審の問題点
　犯行着衣とされた「５点の衣類」のＤＮＡ鑑定は、再審開始の大きな理由の一つとなりました
が、即時抗告審で検察は、このＤＮＡ鑑定の信用性を崩すことに必死になっています。 弁護団の
反対の中、東京高裁は検察が求めるＤＮＡ鑑定の「検証実験」の実施を決めてしまいました。

　 静岡県警の倉庫で「発見」され、開示された取調べの録音テープには、捜査段階での袴田巌さ
んの違法な取調べや弁護士の接見を「盗聴」した様子が録音されていたことがわかりました。袴
田さんは逮捕されてから毎日平均12時間、最長16時間もの取調べを受けましたが、録音テープの
中には、トイレに行きたいという袴田さんに対して、「便器もらってきて。ここでやらせればい
いから」と取調べ室の中で排尿させる様子まで録音されていました。
　 犯行着衣とされたズボンは、袴田さんには小さくてはけませんでしたが、長期間味噌漬けにさ
れて縮んだとされました。しかしこのズボンのサイズとされた「Ｂ」という記号は、実は色を表
す記号だったことも判明。検察官は知っていながらずっと隠していたのです。
　このように、「警察と検察の職務犯罪こそが冤罪袴田事件の本質」なのです。

　47年7ヶ月も獄中に閉じ込められた袴田巖さんは、1980年の死刑確定後から精神のバランスを
崩し、拘禁反応による妄想障害を起こすようになってしまいました。解放されてからは浜松でお
姉さんのひで子さんと暮していますが、この妄想状態は続いています。袴田さんの真の「心の解
放」のためには、再審完全無罪が何としても必要です。

＜会場のご案内＞
　文京区民センター（地図上の★印）
　　　東京都文京区本郷４-１５-１４　
　　　電話　０３-３８１４-６７３１
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